


慰
霊
の
日

 

沖
縄
県
は
毎
年
6
月
23
日
を
太
平
洋
戦

争
に
お
け
る
沖
縄
戦
の
終
結
し
た
日
と
し

て
「
慰
霊
の
日
」
に
制
定
し
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
戦
で
20
万
人
以
上
の
犠
牲
者
を
は

じ
め
、
海
上
、
海
外
等
、
各
地
で
亡
く
な

ら
れ
た
戦
没
者
の
御
霊
の
冥
福
と
世
界
の

恒
久
平
和
を
願
い
、
糸
満
市
摩
文
仁
の
平

和
祈
念
公
園
で
は
、
毎
年
、
沖
縄
全
戦
没

者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
宮
古
島
に
お
い
て
も
、
各
地
に
建
立
さ

れ
て
い
る
慰
霊
の
碑
前
に
お
い
て
、
慰
霊

祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

広報みやこじま６月号　23 　広報みやこじま６月号

な
ぜ
、
太
平
洋
戦
争
が
起
き

た
の
か

　

昭
和
12
年
に
起
き
た
日
中
戦
争
で
、
日

本
の
中
国
進
出
を
警
戒
す
る
米
・
英
・
仏

と
、
日
中
戦
争
の
長
期
化
は
欧
米
の
中
国

支
援
と
す
る
日
本
の
関
係
は
急
速
に
悪

化
し
、
米
国
が
石
油
や
鉱
物
資
源
な
ど
の

対
日
輸
出
の
制
限
を
行
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
、
中
国
か
ら
撤
退
し
な
い
日
本
に

米
国
は
石
油
輸
出
全
面
禁
止
な
ど
の
経

済
封
鎖
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
数
度
に

わ
た
る
日
米
交
渉
も
難
航
し
、
昭
和
16

（
１
９
４
１)

年
11
月
26
日
、
ア
メ
リ
カ

は
交
渉
文
書(

ハ
ル
・
ノ
ー
ト)

を
日
本

に
提
出
。
こ
れ
を
最
後
通
牒
と
受
け
た
日

本
は
12
月
1
日
に
、
日
米
交
渉
の
打
ち
切

り
と
日
米
開
戦
を
決
定
し
、
12
月
8
日
に

米
・
英
両
国
に
宣
戦
布
告
、
太
平
洋
戦
争

が
始
ま
っ
た
。

宮
古
島
に
お
け
る
戦
災
の
状
況

１
、
空
襲
等
の
概
況

　
昭
和
19(

１
９
４
４)

年
10
月
10
日
午

前
7
時
30
分
、
宮
古
島
南
方
上
空
に
見
馴

れ
な
い
機
影
が
編
隊
を
組
ん
で
現
れ
た
。

秋
晴
れ
の
平
良
町
上
空
で
そ
れ
は
東
西
に

分
か
れ
、
飛
行
場
方
面
と
漲
水
港
へ
急
降

下
す
る
。
間
も
な
く
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
銃

撃
音
、
爆
撃
音
が
こ
だ
ま
し
て
対
空
砲
が

応
戦
し
て
も
、
友
軍
機
の
演
習
が
実
戦
さ

な
が
ら
に
行
わ
れ
て
い
る
と
多
く
の
町
民

が
空
を
見
上
げ
て
い
た
。
飛
行
場
の
方
面

か
ら
黒
煙
が
舞
い
上
が
り
、「
銀
翼
連
ね

て
」
宮
古
島
の
空
を
守
る
は
ず
の
「
荒

鷲
」
が
燃
え
上
が
る
の
を
見
て
、
よ
う
や

く
本
物
の
空
襲
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

45
分
に
及
ぶ
空
襲
で
、
島
の
３
カ
所
の
軍

用
飛
行
場
か
ら
は
応
戦
に
飛
び
立
つ
こ
と

も
な
く
9
機
が
撃
破
さ
れ
た
。
続
い
て
午

後
２
時
５
分
第
２
波
、
延
べ
19
機
に
よ
る

空
襲
で
、
漲
水
港
沖
合
に
停
泊
中
の
広
田

丸(

２
２
１
１
ト
ン)

が
撃
沈
さ
れ
る
の

を
目
の
当
た
り
に
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。
こ

の
「
10
・
10
空
襲
」
を
皮
切
り
に
宮
古
島

は
連
日
の
よ
う
に
米
軍
機
の
空
襲
に
さ
ら

さ
れ
、
瓦
礫
の
島
へ
と
化
し
て
い
っ
た
。

　
昭
和
20(

１
９
４
５)

年
に
な
り
、
３

月
ま
で
の
宮
古
島
の
空
襲
は
、
主
に
軍
事

目
標
が
狙
わ
れ
て
い
た
が
、
４
月
に
入
る

と
次
第
に
市
街
地
が
狙
わ
れ
て
い
く
。
時

限
爆
弾
や
街
を
焼
き
尽
く
す
焼
夷
弾
も
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
良
の
街
は
廃

墟
と
化
し
た
。

  

５
月
に
入
る
と
、
爆
撃
が
連
日
続
く
よ

う
に
な
る
。
陸
軍
の
特
攻
作
戦
が
本
格
化

す
る
の
に
伴
い
、
そ
の
中
継
基
地
と
し
て

の
宮
古
島
は
狙
う
に
値
す
る
も
の
と
な
っ

た
。
５
月
４
日
、
宮
古
島
は
飛
行
場
を
中

心
に
猛
烈
な
艦
砲
射
撃
が
浴
び
せ
ら
れ

た
。
郡
民
の
恐
怖
は
上
陸
作
戦
が
あ
る
と

流
布
さ
れ
る
に
及
び
、
宮
古
島
全
体
は
混

乱
に
巻
き
込
ま
れ
た
。

　
宮
古
に
は
米
軍
の
上
陸
こ
そ
な
か
っ
た

も
の
の
、
相
次
ぐ
爆
撃
に
加
え
、
食
糧
難

か
ら
く
る
栄
養
失
調
や
、
非
衛
生
的
な
壕

生
活
を
強
い
ら
れ
た
中
で
マ
ラ
リ
ア
が
流

行
し
、
病
死
者
が
続
出
し
た
。

昭和 16 年 (1941 年 ) 12 月 8 日

日本軍、ハワイ真珠湾を奇襲空襲。

米英両国に宣戦布告、太平洋戦争

始まる

昭和 17 年 (1942 年 ) 4 月 18 日 東京初空襲

6 月 5 日 ミッドウェー海戦で日本軍敗北

昭和 18 年 (1943 年 ) 2 月 1 日
ガダルカナルト島から日本軍撤退、

劣勢が決定的になる

昭和 19 年 (1944 年 ) 7 月 7 日
サイパン島が陥落、ここを拠点に

日本本土空襲が本格化

10 月 10 日 米軍、沖縄を空襲 (10・10 空襲 )

10 月 25 日 神風特別攻撃隊初出撃

昭和 20 年 (1945 年 ) 3 月 10 日 東京大空襲

4 月 1 日
米軍、沖縄本島に上陸を開始 ( 沖

縄戦）

6 月 23 日 沖縄の守備軍全滅

8 月 6 日 広島に原子力爆弾が投下される

8 月 9 日 長崎に原子力爆弾が投下される

8 月 14 日 ポツダム宣言受託を決定

8 月 15 日 日本国民へ玉音放送 ( 終戦の詔 )

２
、
市
民
生
活
の
状
況

　
防
衛
担
当
軍
の
視
察
で
「
宮
古
島
は
、

島
全
体
が
平
坦
で
起
伏
に
乏
し
く
、
航
空

基
地
と
し
て
最
適
で
あ
る
」
と
判
断
さ
れ

た
宮
古
島
に
は
、
３
カ
所
の
飛
行
場
が
建

設
さ
れ
た
。
土
地
の
接
収
は
買
収
の
形
で

半
強
制
的
に
行
わ
れ
た
が
、
土
地
代
は
公

債
で
支
払
わ
れ
た
り
、
強
制
的
に
貯
金
さ

せ
ら
れ
、
し
か
も
こ
の
公
債
や
貯
金
は
凍

結
さ
れ
て
地
代
は
空
手
形
で
あ
っ
た
。
飛

行
場
建
設
に
は
多
数
の
島
民
、
老
若
男
女

や
児
童
ま
で
も
動
員
さ
れ
、
昼
夜
を
問
わ

ず
突
貫
作
業
が
強
行
さ
れ
た
。

　
昭
和
19(

１
９
４
４)

年
12
月
ま
で
に
、

３
万
人
の
陸
海
軍
人
が
宮
古
島
に
ひ
し
め

い
た
。
急
激
な
人
口
増
加
に
加
え
、
平
坦

な
地
形
を
持
つ
農
耕
地
は
飛
行
場
用
地
と

し
て
接
収
さ
れ
、
甘
藷
、
野
菜
な
ど
の
植

え
付
け
面
積
は
大
き
く
削
ら
れ
た
。「
10
・

10
空
襲
」
の
こ
ろ
か
ら
海
上
輸
送
は
困
難

に
な
り
、
軍
部
は
残
さ
れ
た
農
地
を
軍

要
員
自
給
用
農
地
と
し
て
さ
ら
に
接
収
し

た
。
当
初
は
現
金
に
よ
る
契
約
な
ど
一
見

合
法
的
な
動
き
が
あ
っ
た
が
、
自
分
の
所

有
す
る
畑
に
、
あ
る
日
突
然
「
軍
用
農
地
」

の
看
板
が
立
て
ら
れ
、
入
れ
な
く
な
る
と

い
う
事
態
も
起
き
た
。
い
つ
飛
来
す
る
か

分
か
ら
な
い
空
襲
に
備
え
、
炊
事
の
た
め

の
焚
煙
は
夜
間
に
制
限
さ
れ
、
燈
火
管
制

下
の
町
は
夜
と
も
な
れ
ば
文
字
通
り
暗
黒

の
町
と
な
っ
た
。

　
戦
況
が
悪
化
す
る
に
つ
れ
、
宮
古
島
で

は
食
糧
不
足
が
深
刻
化
し
、
慢
性
の
栄
養

失
調
は
郡
民
の
体
力
衰
弱
と
な
り
、
マ
ラ

リ
ア
の
蔓
延
が
始
ま
っ
た
。
物
資
不
足
の

中
で
衣
類
は
米
穀
用
麻
袋
が
材
料
と
な
っ

た
。
予
告
な
き
襲
撃
の
前
に
脱
衣
し
て

水
浴
す
る
こ
と
も
人
々
の
生
活
か
ら
失
わ

れ
、
空
襲
に
お
び
え
る
な
か
で
シ
ラ
ミ
と

の
闘
い
も
始
ま
っ
た
。
昼
間
の
作
業
は
死

に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
、
月
明
か
り
な

ど
で
植
え
付
け
て
い
た
甘
藷
も
照
明
弾
投

下
の
夜
間
空
襲
が
始
ま
る
な
か
で
食
糧
自

給
の
道
も
閉
ざ
さ
れ
き
た
。
備
蓄
し
た
非

常
食
が
底
を
つ
き
、
掘
り
残
さ
れ
て
土
中

で
芽
を
出
し
た
「
草
の
い
も
」
を
掘
り
、

処
理
を
誤
る
と
中
毒
死
に
つ
な
が
る
蘇
鉄

採
り
が
始
ま
る
。
生
と
死
が
隣
り
合
わ
せ

る
「
も
う
一
つ
の
戦
争
」
に
宮
古
島
は
巻

き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

【太平洋戦争の主なできごと】

連合軍の猛爆で廃墟と化した平良市街

海軍飛行場建設に従事する女性たち＝宮古

　
　

戦
没
者
の
御
霊
を
慰
め
、
永
遠
の
平
和
を
祈
り
ま
し
ょ
う   

　
　
　
　
　
　
悲
惨
な
沖
縄
戦
か
ら
65
年
が
過
ぎ
、
沖
縄
戦
の
体
験
者
は
高
齢
と
な
り
、
戦
争
を
し
ら
な
い
世
代
が
多
く

　
　
　
　
　
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
の
国
で
は
、
現
在
で
も
紛
争
や
テ
ロ
な
ど
平
和
と
か
け
離
れ
た
生
活
を
し
て

　
　
　
　
　
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

   

　
　
　
　  

私
た
ち
は
戦
争
体
験
者
が
訴
え
続
け
て
き
た
『
戦
争
の
残
酷
さ
』『
戦
争
の
悲
惨
さ
』
を
忘
れ
な
い
よ
う
、      

　
　
　
　  

あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
、『
平
和
の
尊
さ
』
を
後
世
に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

慰霊の日特集

み
た
ま



広報みやこじま６月号　4

医療機関を受診された東日本大震災被災者の方々へ

第２回送金分 (4/29 締め ) 

納入者 金　額 備　考

企業・個人等 4,877,821 円 84 件

市役所各庁舎募金箱 139,438 円 　

合　計 5,017,259 円

東北関東大震災義援金の送金について
　市民の皆様から託された義援金 5,017,259 円 ( 第 2 回分、4/29 締め）を日本赤十字社沖縄県支

部に送金しました。義援金は日本赤十字社を通して被災地に届けられます。ご協力ありがとうござい

ました。引き続き、宮古島市では東北関東大震災義援金を受け付けています。

　また、市役所各庁舎にも募金箱を設置してありますので、ご協力をお願いします。

問い合わせ　生活福祉課　☎ 72-3751( 内線 407）

5　広報みやこじま６月号

慰霊の日関連特別展示「今に残る戦争遺跡」

　開催期間：6 月 16 日 ( 木）〜 26 日 ( 日）　※ ６月 23 日 ( 木）慰霊の日も開館します。

　場　　所：宮古島市総合博物館 特別展示室

　内　　容：宮古島市に残る壕などの戦争遺跡に関する展示会

　関連講座

　講座名：「宮古の戦争遺跡と県内の戦争遺跡活用事例の紹介」

　日　時： 6 月 18 日 ( 土）14:00 〜 16:00

　講　師：山本正昭 ( 沖縄県立埋蔵文化財センター調査班）

　場　所：宮古島市総合博物館　研修室 (50 名程度）

問い合わせ　宮古島市総合博物館　☎ 73-0567

　

　大震災により被害を受けた方は、所得税の軽減・免除が受けられ、税務署で手続きを行うことで所得

税が還付となる場合があります。そのほか、源泉所得税の徴収猶予や還付、廃車となった自動車の自動

車重量税の還付などの特例があります。詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせいただくか、国税庁

ホームページをご覧下さい。www.nta.go.jp　

　また、地方税についても、住民税、固定資産税、自動車税等の特例があります。詳しくは、沖縄県宮

古事務所 ( ☎ 72-2553) 又は市税務課 ( ☎ 72-0841) にお問い合わせ下さい。

　被災地の自治体への寄付金、自治体を通じての被災者への義援金は「ふるさと寄附金」として住民税・

所得税の控除が受けられます。日本赤十字社や中央共同募金会等への義援金も「ふるさと寄附金」とし

て控除が受けられます。詳しくは総務省東日本大震災関連情報ホームページをご覧ください。

http://www.soumu.go.jp

東日本大震災により被害を受けられた方へ　税金関係のお知らせ

あなたの「ふるさと寄附金」が被災地支援に

平成 23 年 7 月 1 日から医療機関の窓口での取扱いが下記のように変わります。

１　医療機関において、保険診療を受ける際には、窓口での保険証 ( 被保険者証 ) の提示が必

　要になります。

　　現在、震災に伴い、被保険者証等を紛失したことなどにより、窓口で提示できなくても、氏名、　

　生年月日等を申し出ることにより、保険診療を受けられる取扱いとなっていますが、平成 23 年 7 月

　1 日からは、保険診療を受ける際には、被保険者証等の提出が必要となります。

２　医療機関を受診した際に窓口負担が免除となるためには、一部負担金等の免除証明書の提

　出が必要となります。

　　現在、窓口で以下に該当することを申し出たことにより、窓口負担が免除されている方について、

　平成 23 年 7 月 1 日からは、ご加入の医療保険の保険者が発行する一部負担金等の免除証明書の提示

　が必要となります。

　※ 詳しくは、国民健康保険課  庶務給付係　☎ 72-3751( 内線 237） までお問合せください。

核兵器廃絶平和都市宣言

    世界の恒久平和は人類共通の願いであります。

  これまで我が国は世界で唯一の核被爆国として、核保有国に対し核廃絶を強く求めてきました。

しかしながら、いくつかの国では核軍備の拡大は依然として続いております。

  また、局地的に頻発しているテロによる平和破壊が、後に想像を絶する核戦争への危険性を一層

高めていることも確かです。

  核兵器により失われていく地球上の生物・形ある物。戦争ほど、残酷で悲惨なものはありません。

先の大戦において、多くの命が失われた過酷な体験を忘れることなく、平和の尊さを後世に伝えて

いかなければなりません。

  宮古島市は、平和憲法の精神から非核三原則の完全実施を願い、すべての国の核兵器の全面廃絶

と軍備縮小を強く訴え、人類の永遠の平和を希求し、ここに「核兵器廃絶平和都市」となることを

宣言します。

　　  2007( 平成 19) 年 8 月 28 日　宮古島市

《
戦
没
者
》

　
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
全
て
の
人
々

の
氏
名
を
刻
ん
だ
「
平
和
の
礎
（
い
し
じ
）」

に
は
、
宮
古
地
区
の
３
４
３
７
人(

平
成

22
年
6
月
23
日
現
在)

の
戦
没
者
名
も
刻

ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
民
間
犠
牲
者
の

正
確
な
人
数
は
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
空

襲
時
の
機
銃
弾
・
爆
弾
の
直
接
被
弾
死
、

爆
風
・
家
屋
倒
壊
に
よ
る
圧
死
、
疎
開
船

の
海
上
遭
難
等
を
含
め
る
と
、
そ
の
人
数

は
統
計
よ
り
は
る
か
に
多
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。

  − 参考 −

  ・平良市史 第一巻通史編 1　     ・平良市史 第四巻資料編 2

  ・総務省  一般戦災ホームページ

　  (http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/daijinkanbou/sensai/)

宮古島市

旧平良市 1,501 人

旧下地町 494 人

旧上野村 196 人

旧城辺町 588 人

旧伊良部町 489 人

多良間村 169 人

総      計 3,437 人

平和の礎 刻銘者数 ( 宮古地区）平成 22 年 6 月 23 日

総額

納入者 金　額 備　考

企業・個人等 13,620,350 円 1,432 件

街頭募金 728,032 円

市役所各庁舎募金箱 529,403 円 　

合　計 14,877,785 円
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うまんかい！かまんかい！

宮古島の　　　　

　　　　話題 【The Topics】

海・風・太陽 熱き想い 君を待つ
第 27 回　全日本トライアスロン宮古島大会　

　4 月 24 日、第 27 回全日本トライアスロン宮古島大会が開催

されました。スイム、バイク、ランの 200.195km のレースに 1,346

人が挑み、1,213 人が完走しました。ランで 1 位が次々と変わる

白熱したレース展開でしたが、ランで 10 人抜きをした河原勇人

さんが 2 回目の優勝を果たしました。

　また今回の大会は、東北関東大震災の影響を受け、大会の延

期や中止の声もありました。しかし、今大会を復興支援と位置

づけ「国民は一つ、復興に向けて被災地へ愛の手を」をテーマ

に掲げ、予定どおり開催しました。選手の中にも被災された人、

知人が亡くなったり、被災されている人もいましたが、レース

終了後は、「参加して良かった。」「開催してくれてありがとう。」

などの声も多く聞こえました。

　

てぃだ

第 2 回宮古島のマンゴーまつり開催日決定

7 月９日 ( 土 )・10 日 ( 日 )

　　　住宅用火災報知器の設置を！
　5 月 13 日に、宮古島市消防本部が、花園幼稚園児らと

住宅用火災報知器の設置義務化に伴う周知パレードを行

いました。

　住宅用火災報知器の設置は、消防法の改正で義務づけ

られており、新築住宅は平成 18 年１月から、既存住宅

は今年の 5 月 31 日までに設置となっています。宮古島

市の設置率は 29％ (2 月末現在 ) と低いため、パレード

で早めの設置を呼びかけました。

宮古島市斎苑が供用開始   

マンゴーがもらえるジャンケン大会 ( 昨年 )

　５月 10 日にマンゴーまつり実行委員会が開催され、「第２回

宮古島のマンゴーまつり」の開催日が、7 月 9 日 ( 土 )・10 日

( 日 ) に決定しました。同まつりは宮古島産マンゴーの地産地消、

消費拡大、ブランド化を目的に開催されます。昨年 7 月に第 1

回が開催され、多くの来場者で賑わいをみせ好評でしたが、今

回は場所をうえのドイツ文化村に変更し、イベントを増やして、

昨年より多くの市民、観光客の来場を呼びかけています。

　※ 詳細は 7 月号に掲載します。( 農政課 ☎ 76-6840)

　長年の懸案だった新葬祭場「宮古島市斎苑」が 5 月

16 日に供用開始しました。平成 8 年の広域検討委員会

発足から建設候補地の選定が難航、平成 20 年に現在の

場所 ( 宮古コンクリート工業の北側 ) に決定し、昨年 3

月に着工しました。

   建物は地上２階建て、敷地面積 9,600 ㎡、告別ホール、

炉前ホール、収骨室、待合室があり、駐車場 ( 普通乗用車 40 台、マイクロバス 1 台）も完備されています。

また省エネ、低公害に配慮した環境負荷の少ない施設整備を行い、環境保全対策にも配慮しています。

　場所的には、利便性もよく、海岸近くの山林で自然景観にも恵まれており、周辺環境及び環境衛生

面における条件を十分に満たし、人の尊厳及び人生の終焉を演出するに相応しい場所にあります。

○施設使用時間：午前 9 時〜午後 5 時

　　　　 ( 受付：午前８時 15 分〜午後 5 時 15 分）

○休苑日：元日、管理上休苑が必要と認められる日 ( 台風など）

保健師 6 人を岩手県へ派遣

　5 月６日に、東北関東大震災の被災者支援で、岩手県に派遣

する保健師６人の出発式を行いました。派遣された第一陣の保

健師は現地の保健師と連携して被災者の健康相談活動や精神的

なケアを行いました。

　今後も被災地の要請に応じて、現地入りし保健活動を行う予

定です。

国民は一つ、復興に向けて被災地へ愛の手を
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　失業などの特別な理由により、一時的に生活が苦しくなり、保険医療機関など ( 病院や薬局）に支払

う一部負担金 ( 窓口で支払うお金）を支払うことが困難な時に、一部負担金を減免 ( 減額、免除及び徴

収猶予）する制度です。

○対象となる世帯

　世帯主又は生計を主として維持する被保険者が、次の⑴〜⑷のいずれかに該当し、資産等の活用を

　図っても、なおその生活が著しく困難な世帯。

　⑴震災、風水害、火災その他これに類する災害により死亡し、心身障がい者となり、又は資産に重

　　大な損害を受けたとき。

　⑵干ばつ、台風、冷害等による農作物の不作、不漁その他これらに類する理由により収入が著しく

　　減少したとき。

　⑶事業又は業務の休廃止、失業などにより収入が著しく減少し、かつ、預貯金が基準生活費の 3 ヶ

　　月以下であるとき。

　⑷上記⑴〜⑶に掲げる事由に類する事由があったとき。

○対象とならない場合

　対象となる事実が発生した日から６ヶ月を経過しているとき。

○減免等に関する基準

○申請方法

　申請には、減免等申請書、生活状況申告書、給与証明書などが必要です。

○申請場所・問い合わせ先　国民健康保険課　庶務給付係　☎ 72-3751( 内線 237）

種　類 要　件 減免割合 期間

免　除
実収入月額が生活保護基準（基準生活費）
の 110％以下の世帯

10 割 ３ヶ月以内

減　免

実収入月額が生活保護基準（基準生活費）
の 110％を超え 120％以下の世帯

7 割
３ヶ月以内

実収入月額が生活保護基準（基準生活費）
の 120％を超え 130％以下の世帯

5 割

猶　予
実収入月額が生活保護基準（基準生活費）
の 110％以下の世帯

− 6 ヶ月以内

○個別健診 ( 医療機関での受診）及び人間ドック

　( 受診券を利用しての受診）

　期間：7/1 〜 H24.2/29

　※ 都合により 7/1 以前の受診を希望される方は、

　　 下記までご連絡ください。

国民健康保険一部負担金減免制度について

平成 23年度　特定健診について

○集団健診 ( 保健センター・公民館での受診）

   【伊良部地区】　7/12 〜 7/15

   【 平良地区 】  ７/26 〜 9/3

   【 城辺地区 】　9/6 〜 9/16

   【 下地地区 】   9/26 〜 9/28

   【 上野地区 】   9/29 〜 10/1

○受診券は６月末に届きます

　受診券はオレンジ色の封筒に入れて郵送します。

　
※健診の詳しい内容は同封のパンフレットをご確認ください。

※詳しい日程は 7 月号に掲載しますので、ご確認ください。

問い合わせ　国民健康保険課　保険事業係　☎ 73-1973

　　定期休館日：  ６日、 13 日、 20 日
　　　　　　　　23 日〜 30 日
定期館内整理日：16 日

平良図書館 (72-2235)城辺図書館 (77-8813)

一般書

　　図書館は、宮古島市民のどなたでも無料で利用できます。　お気軽にお越し下さい。

 

★永田町トリビア   　            　　　　　 三反 園訓 / 著

★犬川柳 みんな大好きニッポンの犬
★ナニワ・モンスター　　　　　　　　　    海堂 尊 / 著                                       
★すすっと瞑想スイッチ  　　　　　           齋藤 孝 / 著         

東大合格者は不要！死刑囚の臓器移植

を！本音と勇気の直言エッセイ。

『週間新潮』連載「あとの祭り」を加筆・

修正。

　　　死なない病気       
                          　　　  渡辺 淳一 / 著

 はちみつができるまで
　　　　　　　　　　　　　 藤原 誠太 / 監

★おしゃべりな貝　拾って学ぶ海辺の環境史 　   盛口 満 / 著

★この世で一番大切な日　　  　　　　 十川 ゆかり / 著

★おいしい手作り保存食                                   石澤 清美 / 著

★あきちゃんと富士山に登りたい　　        小泉 二郎 / 著

★ふしぎなともだち    　　　　　  　　　   原 京子 / 作

★エコラッピング    　　　　　　　　　  平田 美咲 / 作

★さいごのさいごのなかなおり            三田村 信行 / 作

働いている人には、「仕事が面白い人」

「仕事が面白くない人」の２通りしかな

い。仕事を面白くするもしないも、自分

次第なのだ。後悔のない人生を送るため

に、20 代のうちに何をすべきかを人生

の先輩が説く。

生まれはソウル。4 歳で親に捨てられ
6 歳で聴覚を失い、12 歳の時母に連
れられ日本へ。30 歳で外資系一流企
業に就職した変わり種キャリアウーマ
ンの、へこたれないトンデモ半世紀。

パパの仕事を調べに行くと、なん

と悪者レスラーだった。正義の味

方にやっつけられるパパなんて大

嫌いだ。でも試合が終わったパパ

は、ぼくをだっこして大切なこと

をはなしてくれて・・・。

パパのしごとはわるものです  
                                                    板橋 雅弘 / 作

パパとハワイ旅行に出かけたザッ

クに、なぜだか変なことばかりが

おきて・・・。ザック少年の不思議

でおかしな体験を描く、アメリカ

で人気の児童書シリーズ。

       恐怖 !! 火の神ののろい 
  ダン・グリーンバーグ / 著

★ぼくのくるま　 　　　　　  　 　  ごうだ  つねお / 作

★名探偵コナン推理ファイル漢字とかなの謎　青山 剛昌 / 文

★へいわってどんなこと？                　  浜田 桂子 / 作

★ 6 がつのえほん　　　　　　　　　 長谷川 康男 / 作

20 代にやっておいてよかったこと                          

　　　　　　　　　　　　　　　　　   中谷 彰宏 / 著

としょかん

６月
【
休
館
日
】

ミツバチがさまざまな花から蜜

を集める様子や巣箱の中、養蜂

家の仕事の様子などを写真で紹

介します。

耳の聞こえない私が 4 ヵ国語

しゃべれる理由  きむ・すーりん / 著

図書館のコーナー

〜休館のお知らせ〜

　宮古島市立平良図書館、北分館、城辺図書館は、図書館システムの統合のため、6 月 23 日 ( 木）
〜 6 月 30 日 ( 木）までの間休館します。利用者の皆さまには、ご不便をおかけしますが、皆さまの
ご理解とご協力をよろしくお願いします。

　原子力事故自衛マニュアル           
                        　 　　      桜井 淳 / 著

福島第一原発事故を踏まえた緊急対応

版！どこに逃げればいいのか？安全な

水・食糧は？放射能から身を守るには？

正確な情報は？

 ふたりのサンドウィッチ
                ラーニア・アル・アブドッラー / 作

リリーとサルマはとても仲良し。で

もふたりの食べているサンドウィッ

チはちょっとだけ違います。その違

いが原因で、大事件が起きてしま

い・・・。

児童書

一般書

国民健康保険課からの

お知らせです




